
１５．鬼怒川・小貝川ブロック

○平成１９年２月２３日 （茨城県常総市）

○平成１９年２月２６日 （栃木県宇都宮市）

○平成１９年３月 ２日 （茨城県筑西市）

（公聴会公述人の意見）



鬼怒川・小貝川

利根川水系河川整備計画　公述希望届出書（鬼怒川・小貝川）

都・県 市区町村
私の住む地域に十一面山と呼ばれている自然林地
帯があり鬼怒川に接しており、自然堤防の役目を果
しております。面積は20ha位かと思われますが、ここ
は河畔の砂丘として全国的にみても非常にめずらし
く地質学的にも希少価値のある地域であります。以
前は赤松林の続く絶景地であり茨城観光百選にも
選ばれており、また河川敷も含め自然豊かな環境が
のこっており調査結果でも1460種の生物が確認され
ています。

公述内容は、下記のとおり
○ 鬼怒川に接する十一面山の平地林等の自然保
全活動に関するリーフレット（RIO）の紹介。
○ 十一面山は河川敷も含めた自然豊かな平地林
で、約16ヘクタールほど手付かずの自然林が残
されており、一昔前まではアカマツ林の美しい
起伏に富んだ自然林が広がり、鬼怒川の流れと
この砂丘は茨城の観光百選や自然百選にも選ば
れた場所である。
○現在は昔のような姿はないが、数年前の環境
調査で1460種類もの生物が確認されており、自
然環境が整っていて生態系がしっかりと保たれ
ている場所である。
○地質学的にも非常に貴重で、全国的にも非常
にめずらしい河畔砂丘であり、鬼怒川でも下妻
の砂山、水海道の吹上山、石下の十一面山しか
なく、十一面山が圧倒的に規模が大きいことか
ら、平地林の保全とあわせて遺産として後世に
残していくべきであるし、我々にはその義務が
あるのではないか。

それが昭和の高度経済成長期に燃料がマキから石
油に変わって行く中で山林は荒れ果て不法投棄の
ゴミの山と果してしまいました。

○ しかし、高度成長期に燃料が薪から石油に変
わり、山林が荒れ、ゴミの投棄や昭和４０年代
の砂の採取などによって環境が悪化してしまっ
た。そこで、十一面山の環境を保全するために
ボランティア組織を結成し、小型トラック１５
０台分にもおよぶゴミの回収などの保全活動を
行政と一緒に始めた。

○ 最近ここに築堤計画がでてきた。地域として
は新しく堤防を作るのではなく、できることな
ら、自然堤を残して、それを利用する形で進め
てほしいとの要望を出したが、最近の異常気象
による記録的な雨の発生に対し、生命と財産を
守る上で築堤はやむを得ないと考える。築堤に
際して、堤防は周りの自然環境を考慮した一体
感を持ったものにしてほしい。

○ また、最近の鬼怒川は川に近づきにくい。昔
の鬼怒川は砂河原が広がり、川と人との距離が
近かった。川の整備に際しては、モデル的に砂
河原を復元させるなど、川岸への遊歩道の整備
など、川に近づきやすいものとしてほしい。

公述時の主な意見 回答公述希望届出書

そうゆう中で地元住民と行政が一丸となって里山の
復元をめざして整備を進めてきたが、最近ここに築
堤の計画が出てきましたが地域の我々としては新し
く堤防を作るのではなく出来る事なら自然堤をのこし
てそれを利用する形で進めて欲しい。又、それが不
可能であれば堤防をつくるには、まわりの自然環境
を考慮した一体感を持ったものにして欲しい。

不明 男性 茨城県

年代 性別
住所受付

番号

　当該地区は、鬼怒川における貴重な地形と自
然が残されている場所であります。かつて不法
投棄が後を絶たない状況でしたが、地域の方々
の活動により、現在良好な自然環境が回復・維
持されていると認識しています。当該地区は、
一部無堤部もありますが、現況の堤防では、堤
防の高さおよび幅が満足しておらず、堤防の嵩
上げや拡築が必要です。対策の実施に当たりま
しては、自治体や地域の方々のご意見を伺い、
周辺環境と調和した整備を実施していきます。

1 常総市
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

2 60歳以
上

女性 栃木県 宇都宮市 鬼怒川では栃木県の中央部を北西から南東へ流
れる。中流部では広い河川敷を利用した公園も
多く、釣りや川との触れ合いを楽しむ多くの
人々が四季を問わず利用している。鬼怒川の豊
かな生態系が今以上に損なわれないよう願い、
流域住民としての意見を述べたい。
支流の湯西川に湯西川ダムが計画されている
が、上流部にはすでに五十里ダム、川俣ダム、
川治ダムという三つのダムがある。73年の利根
川水系工事実施基本計画によるとこの三ダムで
鬼怒川の治水は完結することになっており、湯
西川ダムが本当に必要なのか、はなはだ疑問で
ある。
　一般にダムなどの大規模建設事業は自然環境
に重大な影響を及ぼし、生態系を構成する動植
物を消滅させる恐れがあると言われるが、湯西
川ダムの建設予定地周辺地域には、猛禽類やコ
ウモリ類など絶滅危惧種が数多く生息している
ことが判明しており、湯西川ダムの建設による
自然環境への影響は甚大となろう。

鬼怒川では栃木県の中央部を北西から南東へ流れ
る。中流部では広い河川敷を利用した公園も多く、
釣りや川との触れ合いを楽しむ多くの人々が四季を
問わず利用している。鬼怒川の豊かな生態系が今以
上に損なわれないよう願い、流域住民としての意見
を述べたい。
平成23年に完成予定で現在建設中の湯西川ダムは、
以下に述べる治水、利水、環境の３点から不要であ
ると考えられるため、直ちに中止をお願いしたい。
○治水について
・昭和48年策定の鬼怒川の治水計画では五十里ダ
ム、川俣ダム、川治ダムの３ダムで石井地点の計画
高水流量は6,200m3/s、昭和60年の計画で湯西川ダ
ムが加わった後の石井地点の計画高水流量も同じ
6,200m3/sとなっており、湯西川ダムのカット量は
ゼロである。
・平成18年の基本方針では、石井地点の計画高水流
量は6,200m3/sから5,400m3/sに切り下げられたが、
水海道地点では5,000m3/sのままであり、河道貯留
効果が1,200m3/sから400m3/sに減少した。湯西川ダ
ムの効果をアピールするために石井の流量を操作し
たため、水海道地点で矛盾がでている。
・以上、鬼怒川の治水計画は３ダムで完結してお
り、湯西川ダムは治水上不要なダムである。

　湯西川ダムは、鬼怒川及び利根川下流地域の洪水被害
の軽減、既得かんがい用水などの取水等に必要な水量の
確保、宇都宮市及び茨城県・千葉県の新規都市用水の確
保を目的として、利根川水系湯西川（栃木県日光市）で
建設を進めている多目的ダムです。
　湯西川ダムが完成すると、最大毎秒８１０m3の洪水調
節を行い、利根川水系の上流ダム群とともに、下流部の
洪水被害を軽減し、沿川地域の人々の生命・財産を守り
ます。
　また、３県（茨城県、栃木県、千葉県）の水需給に応
えるため、都市用水として最大毎秒約２．５m3を供給す
る施設です。現在、河川の水量が豊富なときに限って取
水できる、暫定豊水水利権として毎秒約０．８m3（約３
０％）が既に使われており、早急に暫定豊水水利権の解
消を図るべく安定した水供給の水源確保が重要であると
考えています。
　湯西川ダムの建設にあたっては、周辺の自然環境に配
慮し、必要に応じて専門家の意見を聴きながら環境対策
等を実施しています。
　上記の理由から、河川管理者としては事業を早期に完
成させ、効果を発現させる必要があると考えています。
　今後とも、ダム建設により移転を余儀なくされる住民
の方々の生活再建を最優先に進め、地元関係者、関係自
治体のご理解とご協力を得ながら、事業の早期完成を目
指します。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

○利水について
・宇都宮市と河内町の給水人口は、湯西川ダム完成
直後の平成27年頃にピークとなる。
・１日最大給水量実績は、給水人口が増加している
現在でも減少傾向であり、今後１日最大給水量が増
加することはない。
・クリプトスポリジウムの指標菌の検出による宇都
宮市の地下水源の放棄は、浄化装置を不当に高額に
見積もることで湯西川ダムに参加する理由を作って
いる。
・このように、宇都宮市の水需要予測は現状と乖離
しており、湯西川ダムがなくても宇都宮市は将来の
水不足に陥ることはない。
○環境について
・昭和60年の湯西川ダムの環境影響評価は、評価項
目や評価の客観性において不十分であった。例え
ば、周辺住民の生活環境の喪失について記述がない
ことや、生物相についても調査もお粗末である。
・近年の補足調査によると、湯西川ダム建設予定地
周辺は、貴重な生物種が生息する生物多様性に富ん
だ自然豊かな地域であることが分かった。確認され
た生物種のうち、5種が絶滅危惧種IBとなってい
る。
・水没地域周辺の風穴は絶滅危惧種の生息地となっ
ており、他地域の風穴では確認されていないことか
ら、他地域へ簡単に移植できるとは思えない。

・ダム予定地周辺はコウモリ類や貴重な哺乳類が確
認されている。猛禽類については６種の生息が確認
され、繁殖が確認されたものもある。
・ダム工事が進行すれば、貴重な生物種に致命的な
影響を与える。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

鬼怒川・小貝川を考えよう
私は毎年日本国内のどこかで必ずと言ってもいいほ
ど河川の氾濫を見たり聞いたりし、常に心を痛めて
いる一人です。河川・沼・湖の汚れ等、以前から考え
ていました（自分なりに）。
平成5年に「俺のひとりごと」を自主出版した折に、最
後のページに載せたものです。今日、茨城新聞の
【地域18】を見て、どんなものか出させて頂きました。
公聴会、2月23日常総市市民会館にも参加したいと
思っています。
ご案内頂ければ幸に思います。
～以下、公聴会要旨より～

公述内容は、下記のとおり
○ 毎年引き起こされる洪水について関心を持っ
ている。日本中の河川で起きた洪水は、国の技
術力からすれば天災ではなく人災に近いのでは
ないかと思っている。
○ 河川の整備は、長期にわたる３０年、５０
年、１００年後に地域に住む人々が喜びと豊か
さを感じることができる工事や開発でなければ
ならない。

・河川の整備は豊かな生活のためであり、洪水
被害がない地域にしてほしいし、地域の人が豊
かさを感じることができるものとしてほしい。
・現在の川は樹木が多いのではないか。川底を
浚い、川幅を広げて樹木を切る必要があるので
はないか。浚った土で、土手を広げたり高くし
て、そこに木を植えたりするとよい。なお、昔
は川がもっと広かったので、川底を深くして川
幅を広げることが必要です。
・現在の川は樹木が多いのではないか。川底を
浚い、川幅を広げて樹木を切る必要があるので
はないか。浚った土で、土手を広げたり高くし
て、そこに木を植えたりするとよい。なお、昔
は川がもっと広かったので、川底を深くして川
幅を広げることが必要です。
・人工的につくった川は無理が生じる。花壇や
野球場が整備されているが洪水で駄目になって
しまうので、洪水がないよう自然に流れる川づ
くりをしてほしい。

○ 子供のころよりは河川にしても沼にしても埋
まってきている。川幅は狭くなっている。土手
も弱くなっている。
○小貝川でも昔はもっと深く、広かった。樹木
も今のように太くなかった。だから、大水が
あってもスムーズに流れていた。
○現在の川は樹木が多いのではないか。川底を
浚い、川幅を広げて、土手を広げて高くし、樹
木も半分くらいに伐採すべき。浚った土で、土
手を広げたり高くして、広くなったところに木
を植えたりすると良い。
○川の蛇行はそのままにして自然のまま流れる
ほうがよい。人工に作った川は無理が生じる。
自然の流れのほうが良い。

○ 現在、河川敷に花壇や野球場が整備されてい
るが、そういうものよりは、まず治水の整備を
すべき。洪水がきたら駄目になってしまう。洪
水のない自然に流れる川づくりをしてほしい。
○ 河川整備は地域住民の豊かな生活のためであ
り、洪水被害がない地域にしてほしい。

　河川は洪水等による自然現象や流域の変化な
どにより、その様子が大きく変わります。この
ため、自然災害から生活を守り河川から受ける
恵みを維持し自然環境や潤い空間の保全を図る
ため、常に河川の状態を把握し、評価を行い、
補修や改修を実施しています。洪水の流下に対
し、能力が不足している区間・箇所において
は、自然環境に配慮しながら川底を掘削した
り、樹木の伐採などにより適切な対策を行って
いきます。掘削した土砂においても堤防の補強
等に利用するなど、有効活用を図るほか、伐採
した樹木に関しても有効利用について検討を
行っていきます。
　一方、平常時の河川空間は、地域に残された
貴重な水と緑のオープンスペースであり、ス
ポーツやレクリエーションなど地域の様々な活
動の場としてのニーズもあります。このことか
ら、洪水の流れの支障とならない範囲で、地元
住民や関係自治体等と連携し、花壇や野球場な
どとして利用を図ることも必要と考えていると
ころであります。
　

3 60歳以
上

男性 茨城県 下妻市
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

4 60歳以
上

男性 茨城県 取手市 鬼怒川・小貝川の基本計画は変更されるのか。
変更されるのであれば変更理由もあわせて公開
を願う。

公述内容は、下記のとおり
○ 小貝川の下流域について、治水、利水、環境
の３つにわけ意見を述べたい。
○ 治水については、本川の計画が決まらないと
支川の計画が決まらないというのではなく本支
川一体で計画するべきである。
○ 常磐線の下流は利根川下流事務所の管轄であ
り、スーパー堤防とする計画になっているが、
下館河川事務所管内はそのような計画になって
いないのではないか。

鬼怒川・小貝川の基本計画は変更されるのか。
変更されるのであれば変更理由もあわせて公開
を願う。

公述内容は、下記のとおり
○ 小貝川の下流域について、治水、利水、環境
の３つにわけ意見を述べたい。
○ 治水については、本川の計画が決まらないと
支川の計画が決まらないというのではなく本支
川一体で計画するべきである。
○ 常磐線の下流は利根川下流事務所の管轄であ
り、スーパー堤防とする計画になっているが、
下館河川事務所管内はそのような計画になって
いないのではないか。

　平成9年の河川法改正により「河川整備基本方針
（河川整備の基本となる方針）」と「河川整備計画
（当面20～30年間の具体的な河川整備の目標や具体
的実施内容）」を定めることになりました。これを
受け、平成18年2月に「利根川水系河川整備基本方
針」が策定されました。内容については、ホーム
ページ（http://www.ktr.go.jp/）で見ることがで
きます。
　現在は、この基本方針を基に当面の具体的な河川
整備計画の目標や具体的実施内容を定めた河川整備
計画(大臣管理区間)の策定作業を実施しています。
なお、「河川整備計画」を策定するにあたっては、
関係住民、関係自治体、学識経験者からなど広く意
見聴取を実施することとしています。また、より多
くの関係する誰もが意見を述べることが出来る方法
として、インターネットやはがきなどによる意見募
集、住民の皆様のご意見を伺う場の開催などをこれ
からも繰り返すことにしています。

　利根川水系における河川整備の基本となるべき方
針を定めた「河川整備基本方針」では、本川がおお
むね200年に1回程度、支川がおおむね100年に1回程
度発生する規模の洪水を対象としています。また、
当面実施する内容を定めた「河川整備計画」は、本
川がおおむね50年に1回程度発生する規模の洪水を
想定し、鬼怒川等の支川においては、おおむね30年
に1回程度発生する規模の洪水を想定しています。
　鬼怒川・小貝川において目標とする治水安全度を
達成するため、河道掘削や堤防整備とダム、遊水地
などの洪水調節施設により、本川への合流量を軽減
するなど、本支川を一体として捉えたバランスのと
れた対策について検討します。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

全国的に堤防の「浸透破堤」調査が行われているよ
うだが、地震による堤防の安定なども含めた調査、
検討を早急に実施、公開してほしい。

○ 新聞報道で堤防の浸透調査が全国的になされ
たと聞いている。全国では安全性が確保されて
いるのは5,925kmのうち36％と言われているが、
鬼怒川・小貝川ではどうなのか。

　現在の堤防は過去から拡築、補修の繰り返し
により築かれてきたため、材料の品質が均一で
あるとは限らないため、場所によっては、浸透
に対する安全性が低い区間が存在しています。
堤防の浸透に対する点検は、平成19年3月末で完
了しました。結果については、記者発表を行っ
たほか下館河川事務所のホームページにて公表
掲載しています。

○ 母子島遊水地ができたとき、同様の遊水地が
５個ほど必要ときいたが、場所的に難しいので
はないか、スーパー堤防や霞堤も難しいのでは
ないか。やはり、堤防整備が洪水対策の基本、
大前提ではないか
○堤防整備は堤外側では行われているが、堤内
側が手つかずの箇所が多い。堤内側もやってほ
しい。

　小貝川では昭和61年の大水害の後に堤防の拡
築及び遊水地の整備を進め、更に、平成11年7月
洪水の後に上流部の無堤部の堤防整備を行って
きましたが、未だ対策が必要な区間が多く残さ
れています。また、現在の堤防は過去から拡
築、補修の繰り返しにより築かれてきたため、
材料の品質が均一であるとは限らないため、場
所によっては、浸透に対する安全性が不十分な
区間もあります。
　小貝川の河川整備計画は、概ね30年に1回の確
率で発生する規模の洪水に対して、堤防の整備
をはじめ、新規の遊水地や河道掘削等による河
川整備により対処します。実施に当たっては、
対策の安全性、確実性はもとより、経済性、効
率性、環境の保全に十分配慮していきます。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

○小貝川下流は細砂であり、これを使った堤防
が多いので液状化しやすいことから、地震時の
安定調査を行うべきである。平成１２年には岡
堰付近で堤体にひびわれが生じている。

　地震による堤防の安全性については、平成７
年１月兵庫県南部地震を契機に、河川構造物の
供用期間中に発生する確率の高い地震動を考慮
した耐震点検及び対策の実施を行ってきたとこ
ろです。
　また、今後将来にわたって発生する可能性の
ある最大級の強さをもつ地震動（プレート境界
型地震・内陸直下型地震）を考慮した河川構造
物の耐震点検を行う予定であります。なお、点
検結果につきましては、公表を行うとともに、
対策が必要な区間については対策を順次実施し
ていきます。
　

小貝川の岡堰から下流における洪水対策は利根川
での対策（バックウォーター対策）を考えるべきだ

○ 岡堰下流部は利根川のバックウォーターを受
けることから、利根川で対策を行うべきであ
る。

洪水時の小貝川下流部につきましては、ご意見
のとおり利根川本川の水位の影響を受け、洪水
の継続時間が長くなります。このため、下流部
の洪水対策としましては、利根川下流部での流
下断面の確保、利根川本川の調節池と放水路で
対応する計画としています。

河道掘削、潜橋の架替、河道内の障害物（篠竹の
群生など）撤去をして流下能力を向上させる。

○ 河道掘削、潜水橋の撤去、篠竹の群生など障
害物の撤去を行い、流下能力を向上させること
が必要である。

　洪水の安全な流下に対して、能力が不足する
区間については河道内の掘削を行うとともに、
改築が必要な橋梁については管理者と協議して
対策を検討します。また、河道内にある樹木に
ついても洪水の安全な流下、適正な河川管理の
ため、必要に応じて伐採等を行っていきます。
掘削した土砂においても堤防の補強等に利用す
るなど、有効活用を図るほか、伐採した樹木に
関しても有効利用について検討を行っていきま
す。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

水量確保のために、鬼怒川・小貝川を連結する。 ○ 利水面では上流で五十里ダムと川治ダムをつ
ないでいるように鬼怒川と小貝川を連結してほ
しい。

　鬼怒川・小貝川とも、度々渇水に見舞われて
いますが、特に小貝川については、独自のダム
施設を持っていないため、水量確保に苦慮して
いる状況であると認識しています。このため、
渇水時の対策が必要となった場合には、関係利
水者等と構成する「小貝川水利調整連絡会」を
開催し、適切な水利用がなされるよう、必要に
応じて取水制限等の渇水調整を行い、渇水被害
の低減に努めます。
　また、小貝川における必要な流量について
は、今後調査検討を行っていきます。

多自然型川づくりの推進 ○ 環境面では多自然型川づくりを推進する。 　河川事業については、特に生物の良好な生育
環境に配慮し、併せて美しい自然景観を保全あ
るいは創出する目的で、平成２年から本格的に
「多自然川づくり」を推進しているところであ
ります。今後とも、鬼怒川・小貝川の生物環境
および自然景観の保全や創出を図る必要な対策
を推進していきます。

小貝川岡堰の環境整備は、堰の上下流で分けて
考える必要がある。また桜堤みを復元してほし
い。

岡堰の環境整備は、上流側では事故が起きてお
り危険であることから下流側で水辺に近づける
よう堰上下流で分けて整備をするべきである。
また、桜づつみを復元してほしい。

　岡堰周辺につきましては、地元自治体や住民
の皆様の意見やニーズを伺うとともに、治水安
全度や現地の環境特性に配慮することが重要で
あると考えております。
 また、整備にあたっては安全な利用がなされる
よう十分に配慮します。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

5 40代 男性 栃木県 宇都宮市 鬼怒川には、昭和30年代まで、宇都宮はもちろん、
今市地区あたりまで、多くの鮎が海から遡上してい
ました。しかし残念ながら、多くの堰が出来たため、
現在では天然の鮎の姿はほとんど見られません。
それでもここ数年の間に、国土交通省様の御尽力も
あり、茨城県のいくつかの堰の魚道が改修されたた
め、真岡市の勝瓜堰の下までは、かなりの数の鮎が
遡上している事が確認されています。これらの鮎に
関する情報、そして勝瓜堰の実状などを、ぜひ公述
で発言させて頂きたいと思います。

公述内容は、以下のとおり。
○整備計画は今後３０年間の指針、次世代の計画ととら
えて、魚と堰について公述する。
○さほど遠くない４０年前、鬼怒川にはアユ、サケ、サ
クラマスが海から多く遡上してきていた。特に、アユは
上流の今市地区までも遡上していた。
現在は天然アユはみられない。
○サケに関しては、現在は国土交通省による茨城県内の
床止めの魚道改修により、五年ほど前に橋から遡上をみ
ることができなかったものが、秋の水の多い時期に橋の
上から遡上が確認できるようになった。
○しかし、アユは勝瓜頭首工の落差が大きく、ここを遡
上することができない。そのため、３つのお願いをした
い。
・勝瓜頭首工下流の河床低下対策をお願いしたい。
・アユは自由に遡上経路を選べないことと、川のミオ筋
は変化することから、右岸にも魚道の整備をお願いした
い。
・農業水の取水の始まる時期に遡上するアユのために、
魚道に水量を確保していただきたい。勝瓜頭首工の管理
規定では魚道に必要な水量を流すように努めることと
なっているが、実際には十分な量が流れていない。ま
た、多摩川では調布取水堰を一時的に開けたことによ
り、多くの魚が上流で確認されたことがＴＶで話題に
なった。勝瓜頭首工でもこうした取り組みができないも
のか。

　鬼怒川では、頭首工による農業用水の取水確
保や床止めによる河床の維持が図られておりま
すが、一部にはこのような横断工作物により上
流と下流で段差が生じ、魚類の遡上・降下に支
障をきたしているものもあります。国土交通省
では、河口から上流まで魚類の遡上・降下環境
の改善を図る方針であり、鬼怒川につきまして
も横断工作物に魚道を整備するなど、下流から
計画的に取り組んできております。今後とも、
支障となる河川横断構造物についての調査を行
い、魚道の改良や新設などを行います。なお、
魚類の遡上・降下の支障となる取水堰等の占用
許可工作物については、施設管理者と調整して
いきます。

○鬼怒川の遊漁券を購入する人は４割が県外の人で、の
べ５万人である。
稚魚の放流は１匹５０円。遡上するアユは那珂川は４０
０万匹くらいで、鬼怒川で例えば２００万匹とすれば、
一億円となる。天然アユの遡上が可能となればこれらが
軽減でき、釣り人も増えて経済効果も上がる。そのため
にもアユが遡上できる環境を実現してほしい。
○アユの遡上は地域住民が自然と親しむ場となり、経済
効果も生じることからぜひ、整備計画で実現してほし
い。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

6 50代 男性 栃木県 真岡市 公述内容は、以下のとおり
○新たな河川整備計画は、97年に改正され河川
環境の整備と保全の重要性を認めた新河川法の
精神に基づいて策定されるべきである。
○旧建設省時代に行われた河川開発事業により
自然環境と生態系の破壊がもたらされた。新し
い整備計画の中では、継続されている事業につ
いてもその妥当性を検討することが必要であ
り、破壊型の事業は整備計画で継承してはなら
ない。
○栃木県民にとって母なる川である鬼怒川・小
貝川の整備計画は、自然環境・生態系の保全、
再生および復元の3点に関して考えるとともに、
人々の生活と心の豊かさとの両立を目指すべき
である。

　河川整備計画の実施に当たっては、対策の安
全性、確実性、経済性、効率性はもとより、環
境の保全にも十分配慮していきます。具体的に
は、生態系の基盤となる瀬淵、ヨシ原、湿地等
の良好な動植物の生息・生育環境の保全等河川
環境に十分配慮するとともに、鬼怒川における
礫河原、小貝川における湿性環境などの河川の
特徴を保全・再生する取り組みも実施します。

建設の目的や環境上の問題等々から判断して、湯
西川ダムの建設には大きな疑義がある。建設は中
止すべきである。

○湯西川ダムの中止について
・湯西川ダムは、治水・利水面で必要性が薄れ
ているうえ、猛禽類（クマタカ）の生息環境な
どに多大な影響を与える。
・環境対策が行われているようだが、ダム湖の
出現によって変化した環境を元に戻すのは困難
である。
・建設の意義は、「ダムを造ること」そのもの
になっていると考える。

　湯西川ダムは、鬼怒川及び利根川下流地域の洪水被害
の軽減、既得かんがい用水などの取水等に必要な水量の
確保、宇都宮市及び茨城県・千葉県の新規都市用水の確
保を目的として、利根川水系湯西川（栃木県日光市）で
建設を進めている多目的ダムです。
　湯西川ダムが完成すると、最大毎秒８１０m3の洪水調
節を行い、利根川水系の上流ダム群とともに、下流部の
洪水被害を軽減し、沿川地域の人々の生命・財産を守り
ます。
　また、３県（茨城県、栃木県、千葉県）の水需給に応
えるため、都市用水として最大毎秒約２．５m3を供給す
る施設です。現在、河川の水量が豊富なときに限って取
水できる、暫定豊水水利権として毎秒約０．８m3（約３
０％）が既に使われており、早急に暫定豊水水利権の解
消を図るべく安定した水供給の水源確保が重要であると
考えています。
　湯西川ダムの建設にあたっては、周辺の自然環境に配
慮し、必要に応じて専門家の意見を聴きながら環境対策
等を実施しています。
　上記の理由から、河川管理者としては事業を早期に完
成させ、効果を発現させる必要があると考えています。
　今後とも、ダム建設により移転を余儀なくされる住民
の方々の生活再建を最優先に進め、地元関係者、関係自
治体のご理解とご協力を得ながら、事業の早期完成を目
指します。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

氏家地区の鬼怒川で進められている河道再生事業
は、地域の環境保全団体を加えて、河川本来の動
植物相と生態系を取り戻すための試みとして評価で
きる。

○鬼怒川の河道再生事業について
・現在進められている河道再生事業は評価でき
るので、下流域にも広げてほしい。そもそも河
道再生事業が必要となったのは、上流の各種工
事、ダム建設や砂防植栽等が原因である。
・下流の洪水は抑えているが、動植物には影響
を与えている。真岡市自然教育センター周辺で
もシギとチドリが見られなくなっている。現在
は水田にしか来ないので、また河川にも戻した
い。

河川水辺の国政調査によって、鬼怒川・小貝川は、
内陸では数少ない水辺環境として、さまざまな動植
物の生存にきわめて重要な場所であることが明らか
になった。今後は下流域でもデータの検討と論議を
積み重ねつつ、特色ある環境再生が実施されるよう
要望する。

○河川水辺の国勢調査について
・河川水辺の国勢調査が90年代から行われてき
たが、水辺環境としての価値が河川管理や整備
の現場で活かされていないで、工事が進められ
ている。そこには貴重な植物があるかもしれな
い。
・河川事務所は流域住民への啓発を活発に行
い、環境教育活動、市民団体の保全活動と連携
して調査データを積極的に活用できる形にし
て、活用してもらいたい。

今後は、河川管理や整備の現場で、その成果を速
やかに反映・活用できるシステムを構築し、また流
域住民への啓発を活発に行い、河川の優れた自然
環境と生態系の保全に努めるべきである。

○整備計画の策定手法について
・一般からの意見の反映方法は、公聴会等現在
の取り組みだけでは不十分である。
・策定後でも市民団体と流域住民を巻き込んだ
常設的なシステムが必要である。

　鬼怒川では、近年、特徴的な環境である礫河
原の減少が顕著になっており、学識者や専門
家、地元住民等を交え御意見を伺いながらその
再生に取り組んでいるところです。現在、氏家
地区において鬼怒川の原風景である礫河原環境
の再生のため試験工事を実施していますが、出
水後の状況やその後の植生の変化等についてモ
ニタリング調査・検証を行いながら引き続き取
り組んでいきます。
　また、河川管理や整備の実施に当たっては、
河川水辺の国勢調査などの既存のデータベース
を反映し、適正な自然環境の保全に努めます。
　優れた自然環境と生態系の保全は、周辺住民
のご理解とご協力が不可欠なものでありますの
で、流域住民への啓発に努めていきます。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

7 60歳以
上

男性 栃木県 さくら市 栃木県さくら市地区鬼怒川河川敷に生息するシルビ
アシジミ保全について。

公述内容は、以下のとおり。
○ 「うじいえ自然に親しむ会」に所属している。
○ シルビアシジミは明治10年、さくら市上阿久津
の河川敷において、イギリス人の昆虫学者フェント
ンによって発見され、その蝶は現在も大英博物館に
保管されている。
○ 河原にだけ生息するシルビアシジミの大きさは
一円玉程度である。街中でも河原でも見ることがで
きるヤマトシジミとは、羽の表模様は同じだが、裏
の模様が違う。
○ また、平成14年より、さくら市内の鬼怒川河川
敷において、カワラノギクの再生活動が進められて
いる。
○ 近年、シルビアシジミ、カワラノギクが減って
きているのは、シナダレスズメガヤというイネ科の
外来植物の影響である。河原のミヤコグサやカワラ
ノギクは日陰を嫌うので、草丈の高いシナダレスズ
メガヤの侵入により衰退してしまった。
○ 二つのことを要望する。
・ シナダレスズメガヤを除草駆除する活動を、東
京大学、下館河川事務所氏家出張所、市民、ガール
スカウト等と行っているが、抜ききれない。そこ
で、毎年７月第一土曜日に実施されているクリーン
作戦に合わせて、シナダレスズメガヤ駆除を今後
行ってほしい。シナダレスズメガヤ一掃作戦という
キャンペーンをやっていただきたい。

　鬼怒川には、カワラノギク、カワラバッタな
どの礫河原固有種やシルビアシジミをはじめ、
その食草であるミヤコグサなど多くの動植物が
生息し、礫河原固有の生態系を築いているとこ
ろです。近年、特徴的な環境である礫河原の減
少が顕著になっており、学識者や専門家、地元
住民等を交え御意見を伺いながらその再生に取
り組んでいるところです。現在、氏家地区にお
いて鬼怒川の原風景である礫河原環境の再生の
ため試験工事を実施していますが、出水後の状
況やその後の植生の変化等についてモニタリン
グ調査・検証を行いながら引き続き取り組んで
いきます。
　また、自然環境と生態系の保全は、周辺住民
のご理解とご協力が不可欠なものでありますの
で、自然との調和を図りつつ、地域のニーズ及
び自治体の計画を踏まえ河川整備計画に取り組
んでいきます。今後ともご協力お願いします。

・ 河川敷での工事やグラウンド整備について国土
交通省やさくら市だけで計画するのではなく、動
物・植物・河川工学などの専門家を交えた検討会を
設け、調査などしてほしい。例えば、鬼怒川と草川
の合流点にあったアシ原がなくなり、そこにいたク
イナがいなくなった。氏家のグランドゴルフ場整備
で藪を整地したことによって野ウサギがいなくなっ
た。新幹線橋梁下の工事で瀬替えをしたらカジカが
たくさんいて、慌ててバケツで運んだ。河川敷をい
じる場合には工事関係者だけで決定してしまうので
はなく横の連絡をとりながらして頂きたい。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

小貝川における堤防については改修がすすみ、地
元としてもひと安心をしている。しかしながら、補強さ
れた堤防も質の面で心配がある。かつての堤防に
盛土して、形としてはともかく、旧築堤部が場所に
よっては心配のところもある。20年水防団にかか
わってきたが、そのような観点から堤防の調査など
できないものか。

公述内容は、以下のとおり
○ ４年前、ＮＰＯ小貝川プロジェクト21を立ち上
げた。子供・大人・障害者とともに緑の空間を作
り、「笑顔の大量生産」をスローガンにして、Ｅ
ボート、ポニー乗馬などで川と仲良く遊んでいる。
○ こうしたことから、次の二つをお願いしたい。
○ 一つは、洪水について。特に藤代地区の堤防は
見違えるほど美しく補強され、矢板、コンクリート
ブロック、覆土などされている。また、嵩上げ・拡
幅して強固な堤防となっていますが、まだまだ暫定
堤防が残っている。
○ 昭和25年の藤代大水害を経験しており、氾濫し
た水が10日間ほど引かず、家の中に家畜の死骸や汚
水が流れ込み悲惨だった。下流部では本川からの逆
流で水が動かなかった。水防団として20数年前に
竜ヶ崎で切れた時の決壊の怖さが身にしみていま
す。
○ 国土交通省下館河川事務所のほうで十分に調査
していると思うが、今後もさらに堤防の調査をして
ほしい。

　現在の堤防は過去から拡築、補修の繰り返し
により築かれてきたため、材料の品質が均一で
あるとは限らないため、場所によっては、浸透
に対する安全性が低い区間が存在しています。
堤防の浸透に対する点検は、平成19年3月末で完
了しました。結果については、記者発表を行っ
たほか下館河川事務所のホームページにて公表
掲載しています。

アドプトプログラムについて、今後の方針、現状の課
題等について、河川管理者としてはどのように考え
ているのか。

○ 二つ目は、アダプトプログラムのことです。
住民６団体と高校合わせて７団体と、当時の藤
代町、下館河川事務所と調印し、活動を行って
います。
○ ＮＰＯは美化清掃、町はゴミの処分、国は軽
微な道具を提供した。しかし、別の団体が道具
の支援を申請したときは予算の理由で断られた
こともあるようです。
○ アダプトプログラムは住民参加の画期的な活
動であり、今後もやっていこうと思っています
が、下館河川事務所ではどのようにお考えなの
かお聞きかせ願いたい。

　市民と協働で行う河川環境管理は、地域の住
民団体等が自主的に河川の環境美化に努め、行
政はその活動を支援する制度で平成14年より取
り組んでおります。具体的な役割分担として
は、地域住民（自治会、愛護団体、ＮＰＯ、ボ
ランテイアグループ、学校、企業、同好会など
で１０人以上のグループ）が「清掃・除草」
「花壇の整備・管理」などを行い、河川管理者
が「清掃用具の提供および貸し出し」「活動実
施者を紹介する掲示」を行い、協力者（市町
村）が「収集ゴミの運搬・処理」を行っていま
す。
下館河川事務所では、今後も引き続きこのよう
な住民参加型の協働プロジェクトを進めてまい
ります。

8 60歳以
上

男性 茨城県 取手市
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号
公述内容は、以下のとおり
○ 昭和62年から流域の人々と一緒に21年間にわたり、
小貝川河川敷にコスモス・ポピーの植樹活動をしてい
る。
○ 草花にくる昆虫類、ヨシ・ヤナギに生息する野鳥、
川の中に生息する魚類等の営みによって、川は形成され
ており、これらにより大人から子供にわたり、川は癒し
の場となっている。
○ 近年、河川においては、ゴミの増加、水質（ダイオ
キシン等）の悪化等、様々な問題があがってきており、
川を生息・生育場としている動植物が住み難い環境に
なっていると感じる。時を同じくして、社会的問題と
なっている“いじめ”、“虐待”が多く、弱いものが虐
められる社会となってきているように感じる。
○  昔は、川は「心のふるさと」、「気持ちが和らぐ
場」であった。また、流域住民にとって感情をぶつけ、
発散する場所でもあったように思う。しかし、現在は子
供から大人まで皆忙しい毎日を送っており、自然に癒さ
れることが少なくなってきている。
○ 以下について提案したい
・ これまでも工学的な見地から機能的な魚道の整備を
行ってきたが、川の主役である魚にとって、より自然に
近い魚道をつくってほしい。
・ 近年、カワウや外来種の問題が大きくなっているの
で、外来種から従来の魚が逃げ込めるようなよどみ、ヨ
シなどの活用、護岸の工夫をしてほしい。

・ 河川の工事を実施する際には、河川管理者、漁
業者、専門家、地域住民が同じテーブルについて話
し合う必要がある。さらには、工事する方にも周
知、理解が必要である。

・ 近年増加している外来植物の侵入防除の観点か
ら、堤防に盛り土する際は、その土が何処から持っ
てきたものかについて注意が必要である。その土地
本来の土を用いることが必要である。

・ 北浦川は、非かんがい期になると水が流れてい
ない。そのため、わずかな水辺でゴミに寄り添うよ
うにコイの産卵が行われている状況である。ふるさ
との川と呼ばれるような川にするためには小貝川と
の調整でいつも水が絶え間なく一定の水量を確保
し、子供や大人にとって、ふるさとと呼ばれるよう
な心地よい川をつくってほしい。

平成9年に河川法が変わり、環境や親水への取組
が大きくなり、当然水質や生きもの等への配慮が不
可欠になっている。同時に市民ネットワークや流域
連携等が進まないと真の意味での河川環境は守れ
ない。ここの部分での国や自治体の役割は重要で
あり、市民とのパートナーシップを死語にしない為の
施策とノウハウが必要である。今回の計画は、ハー
ドも大切ですが、そのソフト面での具体策をつくるた
めのものであって欲しい。

　頭首工や床止めなどの横断工作物の中には、
上流と下流で段差が生じており、魚類の遡上・
降下に支障をきたしているものもあります。国
土交通省では、河口から上流まで魚類の遡上・
降下環境の改善を図る方針です。鬼怒川・小貝
川につきましてもこれまで横断工作物に魚道を
整備するなど、下流から計画的に取り組んでき
ています。今後とも、支障となる河川横断構造
物についての調査を行い、魚道の改良や新設な
どを行います。なお、魚類の遡上・降下の支障
となる取水堰等の占用許可工作物については、
施設管理者と調整していきます。
　鬼怒川・小貝川には豊かな自然が残っていま
す。河川整備計画の実施に当たっては、対策の
安全性、確実性、経済性、効率性はもとより、
動植物の生息・生育環境の保全にも十分配慮し
ていきます。具体的には、生態系の基盤となる
瀬淵、ヨシ原、湿地等の良好な動植物の生息・
生育環境の保全に十分配慮するとともに、鬼怒
川における礫河原や小貝川における湿性環境な
どそれぞれの河川の特徴を保全・再生する取り
組みも実施します。
　また、河川環境の改善要望があったことは、
北浦川を管理する茨城県に伝えます。

9 50代 女性 茨城県 取手市
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

10 60歳以
上

男性 栃木県 河内町 今回策定されます利根川水系河川整備計画は200
年に一度の大洪水を想定し、20～30後の河川整備
の目標・工事の目的、種類などを示す計画と聞いて
いますが、先に国土交通省が発表された浸水想定
では、宇都宮・真岡など栃木県内12市町で約178平
方キロが50ｾﾝﾁから最悪5ﾒｰﾄﾙ以上浸水し、約67千
人に被害が及ぶと予想されているのに、鬼怒川には
堤防の未整備箇所や暫定区間が数多く残っている
うえ、堤防の内部構造にも浸透性の高い材料で作ら
れている堤防があるものと想定されます、また50年
を経過した樋管も多く点在している。

公述内容は、以下のとおり。
○今回策定される利根川水系河川整備計画は200
年に一度の大洪水を想定し、20～30年後の河川
整備の目標・工事の目的、種類などを示す計画
と聞いている。この計画作成について治水、利
水、環境の観点から公述する。
○ 治水について
・浸水想定では、宇都宮・真岡など栃木県内12
市町で約178平方キロが50cmから最悪5m以上浸水
し、約6万7千人に被害が及ぶと予想されてい
る。
・鬼怒川には堤防の未整備箇所や暫定区間が数
多く残っているうえ、堤防の内部構造にも浸透
性の高い材料で作られている堤防があるものと
想定される。
・建設から50年を越える水門や樋管も多く点在
している。
・計画作成に際しては、上記のことを十分に考
えた計画として欲しい。

環境の面でも、以前には全国の河川満足度調査で
鬼怒川が全国一位、市民から大きな評価を受け、名
誉にしてほしいとの記事のように、3つの大きな頭首
工による渇水時の流水が無く、魚の遡上にも適して
いない施設が見られるなどを踏まえ、是非計画策定
を急ぎ実施計画の中に早期工事をお願いすべく意
見を述べたい。

○ 環境について
・3つの大きな頭首工で魚の遡上を止めている現
状を踏まえ、頭首工の魚道の改善等について、
農業政策と整合のとれた計画にしてほしい。

・水質がよくて、魚影が観察でき、人が川の中
に入れる環境にしてほしい。人の目が増えれば
ゴミの不法投棄も減ると考えられる。

・ゴミの不法投棄の問題は、人目につかない場
所が問題であり、上流の川幅の広い河道で人影
が見える河川の整備として欲しい。

　利根川水系における河川整備の基本となるべき方針を
定めた「河川整備基本方針」では、本川がおおむね200
年に1回程度、支川がおおむね100年に1回程度発生する
規模の洪水を対象としています。また、当面実施する内
容を定めた「河川整備計画」は、本川がおおむね50年に
1回程度発生する規模の洪水を想定し、鬼怒川等の支川
においては、おおむね30年に1回程度発生する規模の洪
水を想定しています。利根川流域には、多くの人口・資
産があり地域の安全・安心の向上のため、河川整備を推
進していきます。鬼怒川においては、ご意見のような課
題があり、これらの対策について、河川整備計画に示し
ていきます。
　川と海を回遊する魚類の遡上対策は利根川本川（河口
堰）との関係等流域としての取り組みが必要と考えてお
り、今後、魚類生態調査を進めるとともに、魚類生息環
境対策については関係機関と協力の上、引き続き対策を
進めていきます。なお、魚類の遡上・降下の支障となる
取水堰等の占用許可工作物については、施設管理者と調
整していきます。
　水質については、定期的な水質調査を継続的に実施し
て水質状況を把握すると共に、水質の情報提供や水質保
全に関する広報活動等を実施して、水質保全のための意
識啓発を図ります。下水道整備等の関連事業との連携も
図り、流域から流入する汚濁負荷量の削減に努め、小貝
川の良好な水質の維持に努めます。
　また、水利用及び自然環境、親水活動等への影響を調
査し、良好な水質の保全に努めます。
　有害物質の河川への流入は、利水のみならず環境への
影響も懸念されることから今後とも河川監視や地域から
の情報収集により、水質事故等の際の迅速な対応に努め
ていきます。
　河川はゴミの不法投棄等の不法行為や、流水および河
川管理施設の異常等を迅速に把握する必要があります。
そのため、河川の監視態勢の強化を図るとともに、河川
愛護思想の普及啓発の一環として、河川愛護モニターや
河川環境モニターの制度を設けています。
　鬼怒川の必要流量については、既設の五十里ダム、川
俣ダム、川治ダム、鬼怒川上流ダム群連携施設や、建設
中の湯西川ダムにより、その確保に努めていきます。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

・また、上流でサケの観察ができる川となるよ
う、施設の改善計画書を作って欲しい。

・河川は流域に残された最大の空間と自然環境
との認識のもと、これを保全し、流域住民が安
心して暮らせるよう、国、県、市町村、住民の
役割分担を明確にした計画として欲しい。
・以前、全国の河川満足度調査で鬼怒川が全国
一位と、市民から大きな評価を受け、名誉にし
てほしいとの記事があったことを紹介する。

○ 利水について
・今年のような雪不足を踏まえ、田植え時期に
水不足による給水制限が起きないよう、ダム間
の相互連絡事業の促進、維持流量の確保、ダム
のネットワーク等の治水・利水を兼ね備えた対
策を実施して欲しい。
・立ち退き住民の保障は一過性ではなく、下流
で河川の潤いを感じている人が立ち退き住民や
地域に継続的に感謝する制度を計画に盛り込ん
でほしい。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

当連合の管轄する土地改良施設に鬼怒川本川から
取水するための勝瓜頭首工があり、下流部が約7m
の河床低下により、護床工が洗掘され頭首工本体
も危険な状態に至っている。
このことから、河川管理上及び河川環境上（魚が遡
上出来ない）も支障があるため、鬼怒川下流域で既
に設置している床止工的な施設を河川整備計画に
位置付け、早急に設置されたい。

公述内容は、以下のとおり。
○ 栃木県南部土地改良区の連合の理事をしてい
る。当連合会は鬼怒川から農業用水を取水して
おり、１万haの水田に灌漑している。
○ 農家組合員を代表して以下の２点について公
述する。
○ 勝瓜頭首工について
・当連合の管轄する土地改良施設に鬼怒川本川
から取水するための勝瓜頭首工があるが、下流
部が約7mの河床低下により、護床工が洗掘され
頭首工本体も危険な状態に至っている。
・河川管理上及び河川環境上も問題があるた
め、鬼怒川下流域で既に設置している床止工等
の施設を河川整備計画に位置付け、早急に設置
してほしい。

また、勝瓜頭首工上流部に土砂が堆積し管理に支
障をきたしているので、土砂の排除を願いたい。

○ 勝瓜頭首工について
・また、勝瓜頭首工上流部に土砂が堆積し管理
に支障をきたしているので、土砂の排除を願い
たい。

勝瓜頭首工は鬼怒川3堰（佐貫・岡本・勝瓜）の最下
流の取水工であるため、4月時期の降雨が少ない場
合は、4月下旬から5月初旬の代掻き、田植え時期
に必要水量の確保が出来なくなることがあります。
今後も鬼怒川上流ダム群の弾力的な運用により用
水の確保を願いたい。

○ 農業用水の確保について
・ 勝瓜頭首工は鬼怒川3堰（佐貫・岡本・勝
瓜）の最下流の取水工である。このため、4月時
期の降雨が少ない場合は、4月下旬から5月初旬
の代掻き、田植え時期に必要水量の確保が出来
なくなることがあるので、鬼怒川上流ダム群の
弾力的な運用により用水の確保を願いたい。

　勝瓜頭首工などの許可工作物の維持管理は、
施設管理者が行うことが基本であります。
　河川管理者として河川管理上支障とならない
よう施設管理者に対して適切な指導・連絡体制
をとり、対応していきます。
　河道内の堆積した土砂については、放置して
おくと固定化し、樹木等が繁茂し、洪水の流下
の阻害及び水位上昇を引き起こすとともに施設
管理にも支障をきたすことから、日々の河川巡
視の中で監視を行い、適切に掘削等の対策を講
じていきますが、許可工作物の施設管理や機能
維持に係わる部分については、施設管理者が維
持管理を行う事が必要と考えています。
　また、鬼怒川の必要流量については、既設の
五十里ダム、川俣ダム、川治ダム、鬼怒川上流
ダム群連携施設や建設中の湯西川ダムにより、
その確保に努めていきます。

11 60歳以
上

男性 茨城県 筑西市
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

12 50代 男性 茨城県 筑西市 １）国民の生命財産を守る。
　私は、昭和61年の小貝川の大水害を体験した者
です。国民の生命財産を守事が第一と考えます。必
要であればさらなる遊水地の建設をすべきでは

公述内容は、以下のとおり。
○地元で、専業農家をしている。私にしかでき
ない話があると思い公述する。
○治水対策について
・ S61年の大水害当時、稲作と養豚を行ってい
て被害にあった。あっという間に床上まで浸水
してしまい、約１ヶ月まともな生活ができな
かった。豚は30頭が死んでしまい、残った豚も
ストレスのため経営が成り立たなかった。
・ このような経験から、私たちの生命・財産を
守ってほしい。当時は幸い昼間に水位が上がっ
たので、軒下まで水があがって屋根から脱出し
た人もいた。夜であれば犠牲者もあったかもし
れない。

　小貝川では昭和61年の大水害の後に堤防の拡
築及び遊水地の整備を進め、更に、平成11年7月
洪水の後に上流部の無堤部の堤防整備を行って
きましたが、毎年、危険水位に迫る出水が発生
しています。
　小貝川の河川整備計画は、概ね30年に1回の確
率で発生する規模の洪水を堤防の整備、河道掘
削、新規の遊水地等により効率的に対処しま
す。実施に当たっては、対策の安全性、確実性
はもとより、経済性、効率性、環境の保全に十
分配慮していきます。

○異常気象に対応した計画を作る。
・最近の温暖化に伴う気象の変動は予測しがた
いものになっています。集中豪雨や干ばつ等
我々の生活をおびやかすことになりかねませ
ん。

　整備途上や予期せぬ異常気象に対する減災対
策として、河川防災ステーションの整備、洪水
ハザードマップの作成支援、防災情報の発信な
どの対策についても積極的に推進します。
　また、本計画は、現在の社会経済情勢、自然
環境及び河道状況に基づき作成するものであ
り、これらの状況の変化や新たな知見及び技術
の進捗等により、必要に応じて適宜見直しを行
います。
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鬼怒川・小貝川

都・県 市区町村 公述時の主な意見 回答公述希望届出書年代 性別
住所受付

番号

３）子孫に豊かな環境を残す。
　河川（水辺）には豊かな自然が残っています。地球
環境が悪化する中でなるべく生態系を崩さない取り
組みが必要である。

○生態系の保全について
・農業基盤整備によって用排水路がＵ字溝に
なったため生態系が崩れ、クリスマスツリーの
ように木に乱舞していたホタルがいなくなっ
た。子供たちに豊かな環境を残していくことが
必要である。
・今、一日に100種類の生物が絶滅しているとも
言われている。上中流部に残っている豊かな自
然も未来の子供たちに残して欲しい。
・安全でホタルが舞い飛ぶような、環境を取り
戻すために計画を行ってほしい。

　鬼怒川・小貝川には豊かな自然が残っており
ます。河川整備計画の実施に当たっては、対策
の安全性、確実性、経済性、効率性はもとよ
り、動植物の生息・生育環境の保全にも十分配
慮していきます。また、鬼怒川における礫河原
や小貝川における湿性環境など、それぞれの河
川の特徴を保全・再生する取り組みも実施しま
す。具体的には、生態系の基盤となる瀬淵、ヨ
シ原、湿地等の良好な動植物の生息・生育環境
の保全に十分配慮するとともに、鬼怒川におけ
る礫河原や小貝川における湿性環境などそれぞ
れの河川の特徴を保全・再生する取り組みも実
施します。
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